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                                令和４年６月  

 

 栽培農家の皆様、販売者の皆様には、日頃より「結びの神」の取組について、御理解、

御協力いただいておりますこと、大変感謝いたしております。 

本年度も「結びの神」に関する様々な情報をお伝えしていきますので、引き続き、「結

びの神」の生産・販売について、よろしくお願いいたします。 

 

■令和４年産の品質向上対策について（後期対策） 

 

 高品質な生産に向け、以下の対策を参考に生育後期の取組をお願いいたします。 

 

○ 現在の生育 

  平年に比べて草丈は短く、茎数はやや少なく、葉色はやや濃くなっています。 

  ４月 25 日移植では６月 20 日頃に幼穂形成期となっています。 

 

 【参考】令和４年産三重 23 号の生育調査結果（４月 25 日移植） 

 
草丈 

（cm） 

茎数 

（本/㎡） 

葉色 

（SPAD） 

本年 54 561 39.3 

平年 62 616 36.9 

  注）調査地点：松阪（農業研究所）、幼穂形成期、６月 20 日 

 

 【参考】令和４年産三重 23 号の生育予測 

移植日 

予想される出穂期 

松阪 

（農業研究所） 

伊賀 

（伊賀農業研究室） 

4 月 20 日 ７月 11 日 － 

４月 30 日 ７月 16 日 7 月 19 日 

５月 10 日 ７月 21 日 ７月 23 日 

５月 20 日 ７月 28 日 ７月 30 日 
  注１）メッシュ農業気象・水稲生育予測システム ver2.0 による予測 

  注２）予測日：6 月 24 日 

 

○ 今後の対策 

 【斑点米カメムシ類の防除】 

 ・斑点米カメムシ類は例年、６月下旬頃から発生が本格的になります。水田内に追い

込まないよう出穂 10 日前までに畦畔の一斉草刈りを実施しましょう。 

  また、水田周辺の荒地などの草刈りも行い、カメムシ類の住処をなくしましょう。 

 ・斑点米カメムシ類の発生状況に注意し、穂揃い期に薬剤防除を実施しましょう。 



 【水管理】 

 ・早期落水は胴割れ粒などの品質低下につながります。土壌

条件にもよりますが、早期落水を避け、収穫前５～７日頃に

落水し、その後も高温・乾燥が続く場合は、適宜通水管理を

行いましょう。 

 

 【適期収穫】 

  三重 23 号は、コシヒカリに比べ、成熟期の葉色が濃く、

収穫適期においても籾に青みが残りやすいことが特徴で

す。籾水分をこまめに確認し、刈遅れに注意しましょう。 

 なお、収穫適期の籾水分は 28～26％です。 

 

 

 

 

■卓球少年・少女を県産米「結びの神」で応援 

 

 小学生の卓球日本一を決める「全農杯 2022 年全日本卓球選手権大会（小学生以下の

部）」の三重県予選会が４月 10 日、津市産業・スポーツセンター「サオリーナ」で開催

され、大会の応援として、JA 全農みえから「結びの神」などの県産農畜産物などが贈ら

れました。 

 表彰式では、「県産農畜産物を食べて体づくりをし、全国大会でも活躍してください。」

と激励、県産米「結びの神」をはじめ、伊勢茶ティーバッ

グ、松阪牛カレー、伊勢うまし豚カレーなどが贈呈されま

した。 

 大会には県内から 81 人が出場。新型コロナウイルス

感染症の感染対策をとりながら、トーナメント戦やリー

グ戦が行われました。 

 

 

■「結びの神」田植え交流会を開催 

 

 伊賀市の JA いがふるさと交流田で 5 月 21 日、

田植え交流会が開催されました。 

 JA いがふるさとでは、令和４年産から、JA 全農

みえを通じて生活協同組合と特別栽培米「結びの

神」を契約栽培しています。 

 交流会には、生協組合員と家族 27 名が集まり、

参加者は慣れない水田に足をとられながら「結びの

神」の苗を手植えしました。 

 米作り体験を通して「食」と「農」を学び、「結びの神」を植えることで食の大切さや

農業への関心をもってもらうことを目的に今後も消費者との交流活動を続けていきます。 

 

成熟期の様子 

（見た目には青いが、このような 

外見で既に成熟期に達している） 



■女子７人制ラクビー大会の副賞として「結びの神」を贈呈 

 

 みえの米ブランド化推進会議は、６月４日・５日に鈴

鹿市で開催された女子７人制ラグビーの日本一を決める

「太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ 2022」鈴鹿大

会において、優勝チームや大会 MVP 選手らに県産ブラ

ンド米「結びの神」合計 70kg を贈呈しました。 

 表彰式では、プレゼンターとして三重県の廣田恵子副

知事から優勝チームや MVP 選手らに「結びの神」が渡

されました。 

 ７人制ラクビーはオリンピックの種目として、全国からも注目される今大会で、会場

やメディアを通じて県産米「結びの神」を広く PR しました。 

 

 

■コメ専門誌「ごはんビジネス」で「結びの神」を情報発信 

 

 みえの米ブランド化推進会議は、「結びの神」を含めた県産米の PR として、「ごはん

ビジネス」に PR 記事を掲載しました。 

 掲載記事では、「結びの神」に関する産地情報に加え、みえ応援ポケモン「ミジュマル」

のご当地コラボ商品である無洗米「結びの神」や「結びの神」のパックご飯を紹介しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■米の新たな魅力発見して 「結びの神」ソフトクリーム発売 

 

 三重県産ブランド米「結びの神」を使用したソフト

クリームが、多気郡多気町の商業リゾート施設

「VISON（ヴィソン）」内の「豊農米蔵 produced by 

AKOMEYA TOKYO」で販売され、来店客に好評を

得ています。 

 「結びの神」の新たな楽しみ方を提案し、さらなる

魅力やおいしさを発見してもらいたいと、手軽に楽し

めるスイーツに着目し、約半年をかけて商品開発を行

いました。今年５月より販売を開始しています。 

 炊飯した「結びの神」のペーストをソフトクリームに練り込み、一般的なソフトクリ

ームに比べ、さっぱりとした味わいと舌ざわりに仕上げ、お米の優しい甘みを楽しめま

す。 

 本商品は年間を通しての販売を予定し、同店担当者は、今後も「結びの神」を生かし

たスイーツ商品を開発、販売していきたいとしています。 

 

 

■「結びの神」でジャンボ巻き寿司を体験 

 

 ５月８日にサンヒルズ安濃で、「ハハノヒフェスティバル」が

開催されました。 

 当日のメイン企画の一つとして、「ロール巻子 ジャンボ巻き

寿司体験」が行われ、子ども達が母の日のプレゼントとするため、

ジャンボ巻き寿司に挑戦しました。 

 ご飯には、「結びの神」が使用され、参加した子ども達に県産ブ

ランド米「結びの神」を知ってもらう、いい機会となりました。 

 

 

 

■県 HP「三重の米を食べよう」で「結びの神」を PR しています 
 

 三重県のホームページ内にある「三重の米を食べよう」のページで県産米を紹介して

おり、「結びの神」も紹介しています。 

 みえ応援ポケモン「ミジュマル」とのコラボ記事のほか、「お米に関する PR 動画」の

ページでも「結びの神」を使用して動画が作成されていますので、一度ご覧ください。 

（https://www.pref.mie.lg.jp/NOUSAN/HP/m0112200122.htm） 

 

 － 以下のように進んでも見ることが出来ます － 

   三重県トップページ > 観光・産業・しごと > 農業 > 農産園芸 >  

   米・麦・大豆の生産振興について > 三重の米を食べよう 

 

          （編）三重県農林水産部農産園芸課水田農業振興班 ℡：059-224-2547 

「結びの神」お米のソフトクリーム（左）と

「結びの神」ポン菓子ソフト（右）の２種類 

https://www.pref.mie.lg.jp/NOUSAN/HP/m0112200122.htm

